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   学習内容一覧表内の記号の意味

     ☆ 数学的活動を通した扱いによって，興味・関心を高めたり，理解を深めたりできる内容

     ◎ 基礎的・基本的な内容で，重点的に指導すべき内容

     ○ 内容の理解を確実にするために，一通りは指導すべき内容

     また，項の欄の「A(1)ア」，「内取(1)」などの記号は，学習指導要領の内容項目を表しています。

■年間指導計画案 ２年
	2学期制
	章
	節
	配当時数
	3学期制

	4月
	１章

式の計算
	　1節　式の計算
	7
	4月

	5月
	
	　2節　文字式の利用
	3
	5月

	
	
	□ 基本のたしかめ，章末問題
	2
	

	
	２章

連立方程式
	　1節　連立方程式
	7
	

	6月
	
	
	
	6月

	
	
	　2節　連立方程式の利用
	4
	

	
	
	　□　基本のたしかめ，章末問題
	2
	

	
	３章

一次関数
	　1節　一次関数とグラフ
	10
	

	7月
	
	
	
	7月

	
	
	1学期(3学期制)の時数
	35時間

	
	
	　2節　一次関数と方程式
	3
	9月

	8～9月
	
	
	
	

	
	
	　3節　一次関数の利用
	4
	

	
	
	　□　基本のたしかめ，章末問題
	2
	10月

	前期(2学期制)の時数
	44時間
	

	10月
	４章

図形の調べ方
	　1節　平行と合同
	10
	

	11月
	
	
	
	11月

	
	
	　2節　証明
	4
	

	
	
	　□　基本のたしかめ，章末問題
	2
	

	12月
	５章

図形の性質と証明
	　1節　三角形
	7
	12月

	
	
	2学期(3学期制)の時数
	32時間

	1月
	
	　2節　四角形
	9
	1月

	2月
	
	　□　基本のたしかめ，章末問題
	2
	2月

	
	６章

確  率
	　1節　確率の意味
	3
	

	
	
	　2節　確率の求め方
	6
	

	3月
	
	
	
	3月

	
	
	　□　基本のたしかめ，章末問題
	2
	

	
	
	3学期(3学期制)の時数
	22時間

	後期(2学期制)の時数
	45時間

	年間総時数
［標準時数：105時間］
	89時間 (予備時数16時間)


１章 式の計算 （12時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１
式

の

計

算
(7)
	節とびら
Ａ(1)イ
	☆数量の間の関係をとらえ，説明する際には，式の計算を利用すると便利であることを知る。
	３

	
	１ 式の加法，減法
A(1)ア
	○文字の式に関連した用語の意味
◎同類項の意味と同類項をまとめること
◎式の加法，減法
	

	
	２ いろいろな多項式の計算
A(1)ア
	◎多項式と数の乗法，除法

◎（数×多項式）の加減

○式を簡単にしてから代入して，式の値を求めること
	２

	
	３ 単項式の乗法，除法
A(1)ア
	☆長方形の面積を2通りの式で表し，比較することを通して，単項式の積のきまりを見いだす。

◎単項式どうしの乗法，除法

◎乗除の混じった単項式の計算
	２

	２

文

字

式

の

利

用

(3)
	節とびら

Ａ(1)イ
	☆2けたの数で，もとの数と十の位と一の位を入れかえた数の和や差についてのきまりを，話しあいを通して見いだし，文字式を利用して説明することへの関心を高める。
	３

	
	１ 文字式の利用

A(1)イ，ウ
	◎文字を用いた式で，数量や数量の関係を表したり，説明したりすること
☆条件変えをして予想をたて，その予想が成り立つわけを説明する。

☆2つの奇数を，同じ文字を使って表してもよいかどうか，話しあいを通して理解を深める。

○目的に応じて簡単な等式を変形すること
	

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


２章 連立方程式 （13時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１

連

立

方

程

式

(7)
	節とびら
A(2)ア，イ
	☆日本に昔から伝わる「佐々立」を模した魚分けの活動を通して，2つの未知数を文字で表し解決する方法があることへの関心を高める。
	２

	
	１ 連立方程式とその解
A(2)ア，イ
	◎二元一次方程式とその解の意味

◎連立方程式とその解の意味

○連立方程式の解のたしかめ
	

	
	２ 連立方程式の解き方
A(2)イ，ウ
	☆数量の関係を図に表し，図の操作との比較から連立方程式の解法を見いだす。
◎文字の消去の意味

◎加減法による連立方程式の解き方

◎代入法による連立方程式の解き方

☆連立方程式をどの方法で解くか，その見通しのもち方やそれぞれの解法のよさを話し合う。
	５

	２

連

立

方

程

式

の

利

用

(4)
	節とびら
A(2)イ，ウ
	☆連立方程式を利用して，身のまわりの問題が解決できることへの興味・関心を高める。
	４

	
	１ 連立方程式の利用
A(2)イ，ウ
	◎問題を解決するために，数量の関係をとらえ，見通しをもって連立方程式に表わすこと

◎連立方程式を使って，問題を解決すること
	

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


３章 一次関数 （19時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１

一

次

関

数

と

グ

ラ

フ

(10)
	節とびら
C(1)ア
	☆水そうに水を入れる場面から，既習の比例とは異なる関数関係を見いだし，比例との比較を通して，その新しい関数について考察する。
	２

	
	１ 一次関数
C(1)ア
	◎一次関数の意味

○自然現象の中には，一次関数となるものがあること
	

	
	２ 一次関数の値の変化
C(1)イ
	◎一次関数の値の変化

◎変化の割合の意味
○変化の割合が，どんな関数でも一定ではないこと
	２

	
	３ 一次関数のグラフ
C(1)イ
	◎一次関数y＝ax＋bのグラフの意味

◎比例のグラフと一次関数のグラフとの関係と切片の意味

◎傾きの意味と変化の割合との関係

◎一次関数のグラフを，傾きと切片を用いてかくこと
	３

	
	４ 一次関数の式を求めること
C(1)イ
	◎一次関数のグラフから，傾きと切片を読みとって式を求めること

◎傾きとグラフ上の1点の座標から式を求めること

◎グラフ上の2点の座標から式を求めること
☆一次関数の表，式，グラフの相互の関連をまとめ，理解を深める。
	３

	２

一

次

関

数

と

方

程

式

(3)
	節とびら
C(1)ウ
	☆二元一次方程式の解の値の組を座標とする点をとる活動から，二元一次方程式と一次関数の関係を見いだす。
	２

	
	１ 方程式とグラフ

C(1)ウ
	◎方程式ax＋by＝cのグラフ

○方程式のグラフを，2点を求めてかくこと

○y＝kのグラフ，x＝hのグラフ
	

	
	２ 連立方程式とグラフ
C(1)ウ
	◎連立方程式の解とそのグラフの交点の座標との関係

○2直線の交点の座標を，連立方程式を用いて求めること
	１

	３

一

次

関

数

の

利

用

(4)
	節とびら
C(1)エ
	☆水を熱する実験から，時間と水温の関係が一次関数とみなせることを見いだし，それをもとにして，一定時間後の水温などの予測ができるよさに気づく。
	４

	
	１ 一次関数の利用
C(1)エ
	◎事象の中から一次関数を見いだし，一次関数を用いて問題を解決すること

☆水温の変化や動点のようすを一次関数でとらえ，表，式，グラフを使って説明する。

	

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


４章 図形の調べ方 （16時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１

平

行

と

合

同

(10)
	節とびら
B(1)
	☆錯視の図をつくるなどの活動を通して，図形に親しみをもち，平行であることや図形の合同を示す方法について，関心を高める。
	３

	
	１ 角と平行線
B(1)ア
	◎対頂角の性質
◎平行線と同位角の関係
◎平行線と錯角の関係
☆平行線の性質や平行線になる条件をもとに，新たな性質を説明する。
	

	
	２ 多角形の角
B(1)イ
	◎三角形の内角の和

○三角形の内角と外角の関係

☆三角形の1つの外角は，そのとなりにない2つの内角の和であることを見いだし，説明する。

○角の分類と角による三角形の分類

◎多角形の内角の和

☆n角形の内角の和を表す式から考え方を読みとり，説明することを通して，内角の和の多様な求め方の理解を深める。

◎多角形の外角の和
	４

	
	３ 三角形の合同
B(2)ア
	◎合同な図形の性質
☆三角形の決定条件をもとにして，合同な三角形をかくのに必要な条件を見いだす。

◎三角形の合同条件
	３

	２

証

明

(4)
	節とびら
B(2)イ
	☆与えられた条件のもとで図をかき，そこから新たな図形の性質を見いだす活動を通して，仮定と結論の理解を深め，仮定から結論を導く方法の見通しをもつ。
	２

	
	１ 証明とそのしくみ
B(2)イ
	◎証明の意味と必要性
◎仮定と結論の意味
◎証明しくみ
◎証明の根拠となることがら
	

	
	２ 合同条件を使った証明の進め方
B(2)イ
	◎合同条件を使って簡単な図形の性質を証明すること
☆星形の5つの角の和が何度になるかを考え，まとめる活動を通して，根拠を明確にした証明の進め方の理解を深める。
	２

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


５章 図形の性質と証明 （18時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１

三

角

形

(7)
	節とびら
B(2)ウ
	☆名札立てを作成し，観察することを通して，様々な三角形を見つけ，それがどんな三角形であるかを示すことへの関心を高める。
	５

	
	１ 二等辺三角形
B(1)ア，(2)イ，ウ
	☆紙を折ったり，作図したりする活動を通して，二等辺三角形の性質を見つける。

◎二等辺三角形の基本性質とその証明

☆1つの証明から，他にいえることを考える。

◎定義，定理の意味

◎2角が等しい三角形は二等辺三角形であること
◎逆の意味とその真偽

○正三角形の性質とその証明

☆名札立ての3つの足の部分でできる三角形が正三角形であることについて説明する。
	

	
	２ 直角三角形の合同
B(2)ウ
	◎直角三角形の合同条件とそれを使った証明
	２

	２

四

角

形

(9)
	節とびら

B(2)ウ
	☆いろいろな幅のリボンを重ねる作業を通して，それがどんな四角形であるかを示すことへの関心を高める。
	２

	
	１ 平行四辺形の性質

B(2)イ，ウ
	◎平行四辺形の定義とその性質，性質の証明
	

	
	２ 平行四辺形になる条件

B(2)イ，ウ
	◎平行四辺形になる条件とその証明

☆いろいろな方法でかいた四角形が平行四辺形であることのわけをまとめ，平行四辺形になる条件の理解を深める。
	３

	
	３ 長方形，ひし形，正方形
内取(1)
	◎長方形，ひし形，正方形の定義

☆平行四辺形に条件を付け加えると，どんな四角形になるかを見いだす。

○長方形，ひし形，正方形と平行四辺形の関係
	２

	
	４ 平行線と面積
B(2)ウ
	○底辺が共通な三角形の性質

○平行線による等積変形

○等積変形を使った作図
	２

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


６章 確率 （11時間）
	節
	項
	学 習 内 容
	指導時数

	１

確

率

の

意

味

(3)
	節とびら
D(1)ア，イ
	☆2枚の硬貨を投げたときの3通りの面の出かたについて，同様に確からしいかどうかを，実験を通して考える。
	３

	
	１ 確率の意味
D(1)ア，イ
	◎先験的に確率が考えられる事象について，実験的活動を通して，確率の意味を考え，確率を定義すること

◎統計的な確率について，その意味を考えること

☆実験した結果から，起こりやすさについて，「確率」の用語を使って説明する。
	

	２

確

率

の

求

め

方

(6)
	節とびら

D(1)ア，イ
	☆1つのさいころを投げたときに出る目の事象を考え，どの事象がもっとも起こりやすいかを考える。
	６

	
	１ 確率の求め方
D(1)ア，イ
	◎同様に確からしいことの意味と確率の求め方
◎樹形図，表などを用いて，起こりうる場合をもれや重なりがないように整理すること

◎簡単な場合について確率を求めること

○確率pの値の範囲，および，p＝1，p＝0の意味

○いろいろな場合について確率を求めること
○確率を余事象の考えによって求めること
◎確率の求め方について説明すること
☆くじ引きであたりをひく確率について，2人がひく場合をもとにして3人がひく場合にどうなるか，話しあいを通して考える。
	

	基本のたしかめ
	２

	章末問題
	


